
※記載の額は一般財源

令和2年度 令和3年度① 令和3年度②

重点政策経費

　新型コロナウイルス感染症による影響が不透明な状況で
あることから、２通りの予算原案を作成

 重点政策経費と
 部局裁量経費の
 合計額（一般財源）
 の最大10％

（当初予算）

義務的経費

750億円

1,207億円 1,207億円

新型コロナウイルス
感染症関連経費

部局裁量経費

重点政策経費　35億円

部局裁量経費

427億円

義務的経費

745億円

重点政策経費　34億円

部局裁量経費

423億円

義務的経費

750億円

令和３年度大分市予算編成方針のポイント

①新型コロナウイルス感染症の収束を想定し、令和２年度の一般財源と

同額で予算原案を作成

②新型コロナウイルス感染症対策を優先的に実施するため、不要不急の

事業を先送りせざるを得ないことを想定し、重点政策経費と部局裁量経

費の合計額（一般財源）の10%を削減した予算原案を併せて作成


